
平
成　

年
度　
　
　
　
　
 

２１
保
育
園
入
園
の
ご
案
内

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
保
育
園

２１

入
園
希
望
児
童
の
受
付
を
行
い
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
育
所
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
受
付
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
４
月
以
降
に
育
児
休

２１

業
明
け
等
の
理
由
で
、
年
度
途
中

に
入
園
希
望
の
方
も
、
こ
の
期
間

内
に
入
所
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
育
園
に
通
園
中
の
方

に
は
、　

月
末
に
入
所
申
込
書
を

１０

お
届
け
し
ま
す
。

　

入
所
申
込
書
配
布
場
所

　
　
　

総
合
窓
口
（
各
庁
舎
）　

　
　
　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）

　

入
所
申
込
書
受
付
期
間

　
　

月　

日
（
月
）
～

１１

１０

　
　
　
　
　
　
　

月　

日
（
金
）

１１

２８

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

日
（
木
）
・　

日
（
木
）
は

１３

２７

午
後
８
時
ま
で
受
付
け
ま
す
。

　

現
在
、
保
育
園
に
通
園
中
の
方

に
は
、　

月
末
に
入
所
申
込
書
を

１０

お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

◆
保
育
園
と
は
？

　

保
育
園
は
、
仕
事
・
病
気
な
ど

の
理
由
で
、
家
庭
に
お
い
て
子
ど

も
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
、

そ
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
児
童
福

祉
施
設
で
す
。

◆
入
園
で
き
る
基
準
は
？

　

原
則
と
し
て
、
市
内
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
で
児
童
と
同
居
し
て

い
る
父
母
等
が
、
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
よ
り
、
そ
の
子
ど
も
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
入
園
で
き
ま
す
。

①
昼
間
に
自
宅
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
。

②
昼
間
に
自
宅
内
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
、
出
産
後
間
が

な
い
こ
と
。
（
原
則
と
し
て
前

後
８
週
間
）

④
病
気
や
ケ
ガ
、
ま
た
は
精
神
・

身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
な
ど
の

状
態
に
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
し
て
い
る
。

⑥
火
災
や
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ

て
い
る
。

⑦
働
く
意
志
が
あ
り
、
昼
間
に
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑧
そ
の
他
市
長
が
入
所
を
必
要
と

認
め
る
場
合
。

◆
保
育
料
は
？

　

児
童
の
年
齢
と
扶
養
義
務
者

（
父
母
等
）
の
前
年
分
の
所
得
税

合
計
額
（
住
宅
取
得
控
除
前
）
等

で
算
定
を
行
い
ま
す
。

　

同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
入

所
児
童
が
い
る
場
合
は
、
保
育
料

の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課　

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

野
口
・
南
里　

　

☎　
−

８
８
２
１

７３
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2

平
成　

年
度　
　
 

２１

小
城
市
立
幼
稚
園 

入
園
児
童
を
募
集

　

平
成　

年
４
月
入
園
希
望
の
児

２１

童
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入

園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
入
園
願
書
受
付
期
間

　
　
　

月　

日
（
月
）

１１

１０
～　

月　

日
（
金
）

１１

２８

※
願
書
は
希
望
す
る
幼
稚
園
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
入
園
者

を
決
定
し
ま
す
。

　

入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
及
び
各

庁
舎
の
総
合
窓
口
に
備
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
幼
稚
園
に
在
園
中
の
方
は
、

進
級
に
伴
う
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
入
園
料
、
保
育
料

　

入
園
料
は
２
、
０
０
０
円
、
保

育
料
は
月
額
５
、
７
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
他
に
給
食
費
等
、
別
途
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

橋
間　

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

市
内
私
立
幼
稚
園
の
案
内

※
市
内
に
は
次
の
私
立
幼
稚
園
が

あ
り
ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

小
城
幼
稚
園

　
　

℡　

−

３
２
２
１

７２

　

牛
津
幼
稚
園

　
　

℡　

−

０
３
４
７ 

６６

第
６
回
し
あ
わ
せ
体
感
！ 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

推
進
大
会　

小
城　

in

　

笑
顔
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
（
本
村
初
磨
委
員
長
）

主
催
に
よ
る
第
６
回
し
あ
わ
せ
体

感
！
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大

会　

小
城
が　

月　

日
（
日
）
、

in

１１

１６

ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
（
小
城
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
市
民
と
関
係
団

体
と
の
交
流
・
協
働
、
地
域
で
の

支
え
あ
い
・
つ
な
が
り
を
拡
充
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

当
日
は
、
「
お
互
い
さ
ま
の
地

域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

佐
賀
市
勧
興
公
民
館
館
長
秋
山
千

潮
氏
の
基
調
講
演
や
西
九
州
大
学

教
授
倉
田
康
路
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
て
の
市
民
会
議

が
午
前
の
部
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

午
後
の
部
で
は
、
災
害
食
の
試

食
コ
ー
ナ
ー
や
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会
、
障
害
者
施
設
に
よ
る
活
動

Ｐ
Ｒ
、
授
産
品
の
販
売
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
お
楽
し

み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。
）

　

ま
た
、
市
職
員
に
よ
る
高
齢
者

や
障
害
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
な
ど
に
関
す
る
相
談
・
制
度
説

明
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

ま
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
時　
　

月　

日
（
日
）

１１

１６

　

午
前
９
時　

分
～

３０

　
　
　
　
　

午
後
３
時　

分
３０

◆
会　

場　

ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

（
小
城
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

ホ
ー
ル
・
駐
車
場
・
ふ
れ
あ
い
広

場【
問
合
せ
】

笑
顔
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
事
務
局
（
小
城
市
社

会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
企

画
課
）　

担
当　

大
坪
・
原

　

☎　

−

２
７
０
０

７３

 

市
営
住
宅
か
ら
の
暴
力 

団
員
排
除
協
定
の
調
印 

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月　

日
（
火
）
小
城
市
役
所

３０

牛
津
庁
舎
に
て
「
市
営
住
宅
等
に

お
け
る
暴
力
団
員
の
排
除
に
関
す

る
協
定
書
」
の
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
小
城
市
と
小
城

警
察
署
が
緊
密
に
連
携
し
、
暴
力

団
員
に
関
し
て
積
極
的
な
情
報
交

換
を
行
い
、
市
営
住
宅
へ
の
暴
力

団
員
の
入
居
の
制
限
と
排
除
を
行

う
も
の
で
、
市
営
住
宅
入
居
者
の

生
活
の
安
全
と
公
営
住
宅
制
度
の

信
頼
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

【
問
合
せ
】

　

建
設
課
管
理
係
（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

南
里
・
右
近

　

☎　

−

８
８
２
５

６３

所在地
（電話番号）

募集人数
幼稚園名

５歳児４歳児３歳児
小城町晴気７９３－１
（７３－３０９２）３９人３５人２０人晴田幼稚園

三日月町三ヶ島８８－１
（７３－２６０１）３１人５７人８０人三日月幼稚園

芦刈町道免３９０－１
（６６－１２６２）１人７人２０人芦刈幼稚園

募集人数と願書の提出先



3

職
員
人
事
異
動

　

月
１
日
付
け
（　

）
は
旧

１０《
部
長
級
》

▽
市
民
病
院
事
務
局
事
務
部
長

（
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）
原
田

繁
美

《
課
長
級
》

▽
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
（
福
祉

部
社
会
福
祉
課
付
け
・
小
城
市
社

会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
峯
良
志

《
副
課
長
級
》

▽
福
祉
部
社
会
福
祉
課
付
け
・
小

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
福

祉
部
社
会
福
祉
課
副
課
長
兼
保
護

係
長
）
古
賀
隆
久

《
係
長
級
》

▽
福
祉
部
社
会
福
祉
課
保
護
係
長

（
福
祉
部
社
会
福
祉
課
保
護
係
）

中
野
富
美
子

有
明
海
へ
の
水
草
・ 

ゴ
ミ
の
流
出
防
止
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
用
水
路
・
ク
リ
ー
ク
等
の

水
落
し
に
つ
い
て
は
、
ノ
リ
採
苗

育
苗
期
に
集
中
し
な
い
よ
う
計
画

的
分
散
放
流
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
落
し
の
際
に
は
、
ホ
テ
イ
ア

オ
イ
等
の
水
草
が
河
川
等
に
流
出

し
な
い
よ
う
に
適
切
な
樋
門
操
作

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

、　

月
は
、
ノ
リ
の
採
苗
育

１０

１１

　

苗
期
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

有
明
海
漁
協
芦
刈
支
所

　

緯　

−

１
２
２
５

６６

　

農
林
水
産
課　

農
林
水
産
係

（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

中
島
・
池
田

　

緯　

−

８
８
２
０

６３
下
水
道
に
関
す
る　
　
 

　
　
　

届
出
に
つ
い
て

◎
名
義
等
の
変
更
届
出

　

下
水
道
受
益
者
の
方
で
家
屋
の

売
買
等
に
よ
り
受
益
者
（
名
義

人
）
が
変
更
さ
れ
た
り
転
居
等
で

下
水
道
の
使
用
者
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
、
変
更
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

変
更
の
届
出
が
な
い
場
合
は
、

受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
や
下

水
道
使
用
料
金
が
変
更
前
の
方
へ

請
求
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ア
パ
ー
ト
・
借
家
へ
入
居
さ
れ

　

て
い
る
方
へ

　

下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ア

パ
ー
ト
・
借
家
の
入
居
者
の
方
は
、

入
退
去
の
際
に
は
、
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

届
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
入
居
時
…
下
水
道
使
用
開
始
届

◆
退
去
時
…
下
水
道
使
用
廃
止
届

　

適
正
な
料
金
の
賦
課
や
お
知
ら

せ
の
た
め
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
に
関
す
る
各
届

出
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
、
各
庁

舎
総
合
窓
口
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

下
水
道
課
管
理
係

（
芦
刈
庁
舎
）
担
当　

上
野

　

☎　

−

８
８
２
７　

６３
平
成　

年
版　
　
　
　
 

２１

さ
が
県
民
手
帳
発
売
中

　

手
帳
と
し
て
の
機
能
は
も
ち
ろ

ん
、
「
各
都
道
府
県
及
び
県
内
市

町
の
人
口
や
面
積
な
ど
を
記
載
し

た
統
計
デ
ー
タ
」
を
は
じ
め
、

「
県
内
観
光
施
設
の
案
内
」
や

「
官
公
庁
の
所
在
地
」
「
郷
土
の

歳
時
記
（
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
）
」

「
過
去　

年
間
の
天
気
」
な
ど
、

１０

佐
賀
県
統
計
協
会
が
作
成
し
た

「
さ
が
県
民
手
帳
」
な
ら
で
は
の

仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
一
度
使
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
！

◆
価
格

　

大
型
（　
・
２
㎝
×
９
・
０
㎝
）

１４

　

６
５
０
円

　

小
型
（　
・
８
㎝
×
７
・
５
㎝
）

１０

　

５
０
０
円
（
鉛
筆
付
き
）

◆
色　

パ
ス
テ
ル
ブ
ル
ー（
水
色
）

◆
販
売
場
所

・
牛
津
庁
舎　

企
画
課

・
小
城
・
三
日
月
・
芦
刈
庁
舎
の

　

各
総
合
窓
口
係

・
佐
賀
県
書
店
商
業
組
合
加
盟
書

店
（
小
城
市
内
で
は
、
ブ
ッ
ク

ス
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
小
城
店
・

積
文
館
書
店
佐
賀
三
日
月
店
）

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
課

　

企
画
振
興
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

久
保

　

☎　
−

８
８
０
３

６３

　

佐
賀
県
統
計
協
会

（
佐
賀
県
統
計
調
査
課
内
）

　

☎　

−
７
０
３
６

２５
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漁
業
セ
ン
サ
ス
と
は
…

　

日
本
の
水
産
行
政
施
策
の
推
進

の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
統
計

調
査
で
す
。

　

日
本
の
漁
業
の
生
産
や
就
業
の

状
況
、
漁
村
や
水
産
物
の
流
通
・

加
工
業
の
実
態
を
把
握
し
ま
す
。

 

こ
ん
な
こ
と
を
調
べ
ま
す
。

●
漁
業
の
担
い
手
は
確
保
さ
れ
て

　

い
ま
す
か
？

　

漁
業
経
営
体
数
、
漁
業
就
業
者

数
な
ど
、
漁
業
経
営
体
の
状
況
を

調
べ
ま
す
。

●
日
本
の
水
産
資
源
は
ど
う
な
っ

　

て
い
る
の
？

　

漁
業
資
源
の
管
理
、
漁
場
保
全

の
取
組
内
容
や
養
殖
規
模
な
ど
を

調
べ
ま
す
。

●
漁
村
の
機
能
や
環
境
は
守
ら
れ

　

て
い
ま
す
か
？

　

漁
家
民
宿
や
遊
漁
の
利
用
者
数

な
ど
漁
業
経
営
の
多
角
化
の
実
態

を
調
べ
ま
す
。

●
新
鮮
で
安
全
な
魚
が
食
べ
た
い

　

な
！

　

魚
市
場
数
、
卸
売
業
者
数
や
水

産
加
工
場
数
、
衛
生
管
理
対
策
の

取
組
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

 

こ
ん
な
こ
と
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

●
水
産
業
の
将
来
展
望
の
確
立
に

　

活
か
さ
れ
ま
す
！

　

水
産
行
政
施
策
の
指
針
と
な
る

「
水
産
基
本
計
画
」
の
検
討
・
策

定
、
現
状
分
析
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

●
地
方
交
付
税
の
算
出
に
活
か
さ

　

れ
ま
す
！

　

地
方
交
付
税
算
定
の
際
に
水
産

行
政
費
の
算
定
基
礎
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

●
漁
港
の
整
備
、
漁
場
の
安
全
に

　

活
か
さ
れ
ま
す
！

　

良
質
な
水
産
物
の
供
給
体
制
の

整
備
や
漁
場
の
保
全
、
漁
村
の
総

合
的
な
振
興
の
た
め
の
政
策
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

●
水
産
物
の
加
工
・
流
通
・
消
費

　

施
策
に
活
か
さ
れ
ま
す
！

　

流
通
拠
点
や
多
様
な
流
通
経
路

の
整
備
、
水
産
加
工
に
よ
る
付
加

価
値
の
向
上
な
ど
の
施
策
の
推
進

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
各
種
統
計
調
査
の
設
計
に
活
か

　

さ
れ
ま
す
！

　

水
産
施
策
の
展
開
方
向
に
即
し

た
各
種
統
計
調
査
の
企
画
・
設
計

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

 

調
査
地
区　

芦
刈
地
区

 

調
査
の
方
法

　

佐
賀
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

統
計
調
査
員
が
、
調
査
対
象
と
な

ら
れ
た
漁
家
等
に
調
査
の
お
願
い

に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】　

企
画
課

　

企
画
振
興
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

久
保

　

☎　
−

８
８
０
３

６３

明
日
の
た
め
に
調
べ
ま
す
！　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～　

月
１
日
実
施　

２
０
０
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
（
芦
刈
地
区
）
～

１１

 

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
、

水
産
行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
・

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
資

料
を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使

用
し
ま
す
。
そ
の
他
の
目
的
に

使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
安
心
下
さ
い
。

浄化槽を使用中の方へ
　浄化槽は微生物の働きで汚れた水をきれいにします。 
　微生物が活動しやすいよう使用上の注意を守り、適正な維持管理を行いましょう。

・トイレの洗浄水は十分に
・便器の掃除には微生物に影響する薬剤を使用しない　
・トイレットペーパー以外の異物は流さない　　　　　
・台所からの天ぷら油などは流さない　　　　　　　　
・浄化槽の電源は切らない　　　　　　　　　　　　　

・保守点検（浄化槽の点検・補修や消毒剤の補給など）
　　　　　　浄化槽の保守点検は専門的な知識が必要です。
　　　　　「浄化槽保守点検業者に保守点検を委託することが出来ます。」
・清　　掃（浄化槽の槽内にたまった汚泥を抜き取る。：年１回実施）
　　　　　　清掃については浄化槽清掃業者が行いますので許可業者に委託してください。
・法定検査（浄化槽の機能が正常に維持されているか確認する検査：年１回実施）
　　　　　　県の指定検査機関である財団法人佐賀県環境科学検査協会の検査を受けてください。

【問合せ】佐賀県浄化槽普及促進協議会（佐賀県下水道課） ☎２５－７１８５

使
用
上
の
注
意

定
期
的
な
維
持
管
理
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９
月　

日
（
月
）
、
小
城
庁
舎

２２

３
Ｆ
会
議
室
で
小
城
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
推
進
専

門
部
会
（
第
１
回
）
合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成　

年
度
よ
り

１９

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策

定
に
着
手
。
今
年
６
月
に
は
計
画

策
定
検
討
委
員
会
で
計
画
素
案
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
素
案
の
コ
ン
セ
プ
ト
『
住

ん
で
よ
し
、
訪
ね
て
よ
し
、
和
で

織
り
な
す
味
わ
い
の
あ
る
美
し
い

城
下
町
小
城
』
を
実
現
す
る
た
め
、

小
城
の
奥
深
い
伝
統
・
文
化
を
街

の
中
心
的
な
機
能
に
据
え
て
、
磨

き
上
げ
、
観
光
客
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
生

活
の
質
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

文
化
の
継
承
と
経
済
の
再
生
を
図

る
こ
と
と
し
て
ま
す
。
今
回
の
専

門
部
会
は
、
計
画
の
実
現
に
有
効

な
事
業
の
設
定
や
事
業
の
実
施
体

制
に
つ
い
て
、
「
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
専
門
部
会
（
部
会
長
：
長
安
六

　

佐
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
ほ
か

８
人
）
」
、
「
魅
力
づ
く
り
専
門

部
会
（
部
会
長
：
今
泉
重
敏

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
計
画
研
究
所

所
長
ほ
か
７
人
）
」
、
「
暮
ら
し

づ
く
り
専
門
部
会
（
部
会
長
：
後

藤
隆
太
郎　

佐
賀
大
学
理
工
学
部

准
教
授
ほ
か
８
人
）
」
の
３
つ
の

専
門
部
会
を
設
置
し
て
検
討
し
て

行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
専
門
部
会
に
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
県
の
商
工
課
、

観
光
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
か

ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、　

年
度
中
に
基
本

２０

計
画
の
策
定
を
終
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
計
画
の
実
施
体

制
と
し
て
小
城
商
工
会
議
所
と
連

携
し
な
が
ら
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
の
設
立
を
進
め
る
等
、
国

へ
の
認
定
申
請
を
目
指
し
て
作
業

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

随
時
、
会
議
の
日
程
・
場
所
等

は
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予

定
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
も

是
非
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

（
小
城
庁
舎
南
別
館
）　
　
　

　

担
当　

江
頭

　

☎　

−

８
８
３
５ 

７３

地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
を

問
わ
ず
、
ま
た
、
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
自
然
に
集
い
、

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し

て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
サ
ロ
ン
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
子
ど
も
や
障

害
児
の
預
か
り
な
ど
の
様
々
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
住
民
や
地

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

域
単
位
の
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

な
ど
の
協
力
を
得
て
提
供
す
る
施

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

設
で
す
。

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

　

地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
の
際
に
は
、
県
・
市
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
県
健
康
福
祉
本
部　

　

地
域
福
祉
課

　

☎　

−

７
０
５
８

２５

　

小
城
市
社
会
福
祉
課　

　

地
域
福
祉
係　

担
当　

水
田　

　

☎　

−

８
８
２
５

７３

◎
小
城
市
内
に
は
、
三
日
月
町
道

辺
に
「
共
生
ホ
ー
ム　

よ
り
あ
い

の
家　

☎　
−

７
６
０
０
」
が
あ

７２

り
ま
す
。

◎　

月　

日
（
土
）
の
午
前　

時

１１

２２

１０

か
ら
、
ア
バ
ン
セ
第
１
研
修
室
に

お
い
て
、
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
開
設
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
本
誌
裏

表
紙
の
「
情
報
い
ろ
い
ろ
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

三
日
月
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
利
用
の
皆
様
へ　

　

平
成　

年
度
国
営
農
地
防
災
事

２０

業
に
伴
い
、
三
日
月
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」
南
側
の
駐

車
場
が
一
般
車
両
通
行
に
利
用
さ

れ
る
た
め
、
駐
車
場
の
一
部
（
東

か
ら
４
台
分
）
が
使
用
禁
止
に
な

り
ま
す
。

　

駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は

安
全
確
保
の
た
め
警
備
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※　

期
間　

平
成　

年　

月
１
日

２０

１１

～
平
成　

年
３
月　

日
（
工
事
等

２１

３１

の
都
合
に
よ
り
期
間
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

【
問
合
せ
】
健
康
増
進
課

（
三
日
月
庁
舎
）
担
当　

西
村

　

☎　

−

８
８
２
２

７３

計
画
構
想
段
階
か
ら
計
画
実
施
段
階
へ

小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定

推
進
専
門
（
合
同
）
部
会
が
ス
タ
ー
ト
！

中心市街地活性化基本計画策定推進合同部会

中心市街地活性化基本計画策定推進専門部会

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

（
市
民
・
商
業
）

専
門
部
会

魅
力
づ
く
り

（
観
光
・
交
流
）

専
門
部
会

暮
ら
し
づ
く
り

（
景
観
・
居
住
）

専
門
部
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手
を
意
識
し
、
目
的
に
応
じ
た
内
容
や

質
問
す
る
順
序
を
考
え
な
が
ら
適
切
な

言
葉
遣
い
で
聞
く
問
題
で
し
た
。
昨
年

度
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
県
の
正
答
率
を
上
回
り
ま
し
た
。

○
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
に
つ
い
て
は
、

国
語
Α
・
Β
と
も
県
と
ほ
ぼ
同
じ
正
答

率
で
し
た
。

●
中
学
校

○
国
語
Ａ
は
県
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
、
国
語

Ｂ
は
県
よ
り
や
や
低
い
正
答
率
で
し
た

が
、
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
や
理
解
度

で
は
、
昨
年
度
よ
り
向
上
し
て
い
ま
す
。

○
漢
字
の
読
み
書
き
で
は
、
特
に
書
く
こ

と
が
全
国
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
が
、

辞
書
の
活
用
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

辞
書
を
普
段
か
ら
利
用
す
る
習
慣
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
話
し
合
い
の
場
で
の
意
見
の
聞
き
取
り

や
適
切
な
発
言
を
考
え
る
問
題
で
正
答

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
や
学

級
会
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

場
の
設
定
と
指
導
が
大
切
で
す
。

○
故
事
成
語
に
関
す
る
文
章
を
読
み
取
る

問
題
や
、
四
字
熟
語
を
手
が
か
り
に
文

章
の
内
容
を
理
解
し
説
明
す
る
問
題
は

　

４
月　

日
に
『
全
国
学
力
・
学
習
状
況

２２

調
査
（
以
下
、
全
国
学
力
調
査
）
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
全
国
学
力
調
査
は
、

全
国
の
小
学
６
年
生
及
び
中
学
３
年
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

実
施
教
科
は
「
国
語
」
「
算
数
・
数

学
」
の
２
教
科
で
、
主
と
し
て
知
識
に
関

す
る
「
Ａ
」
、
主
と
し
て
活
用
に
関
す
る

「
Ｂ
」
の
二
つ
の
問
題
に
よ
る
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
子
ど
も
た
ち
の
生

活
や
学
習
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
文
部
科
学

省
の
公
表
に
も
と
づ
き
、
全
国
と
佐
賀
県

の
結
果
と
分
析
が
８
月　

日
付
け
の
新
聞

３０

等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
城
市
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
【
学

力
の
面
】
・
【
生
活
や
学
習
状
況
の
面
】

と
い
う
二
つ
の
視
点
で
分
析
し
、
今
回
は

ま
ず
、
【
学
力
の
面
】
の
結
果
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
学
力
は
、
『
学
力

テ
ス
ト
』
で
測
る
こ
と
の
で
き
た
学
力
の

一
部
分
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
持
つ
学

力
の
全
て
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
般
的
に
、
小
城
市
に
お
い
て
も
全
国

や
佐
賀
県
と
同
じ
く
、
知
識
に
関
す
る
Ａ

問
題
よ
り
、
活
用
に
関
す
る
Ｂ
問
題
の
正

答
率
が
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
国
語
」

　

国
語
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
の

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
「
書
く
こ

と
」
「
読
む
こ
と
」
「
言
語
事
項
」
の
４

つ
の
領
域
ご
と
に
設
問
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
小
学
校

○
平
均
正
答
率
は
、
国
語
Α
も
国
語
Β
も

県
よ
り
や
や
下
回
り
ま
し
た
が
、
昨
年

度
よ
り
わ
ず
か
に
差
が
縮
ま
り
ま
し
た
。

○
国
語
Α
で
は
、
「
言
語
事
項
」
に
関
す

る
設
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
、

国
語
Β
で
は
「
言
語
事
項
」
に
関
す
る

設
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
「
言
語
事
項
」
で
は
、
漢
字
を
読
ん
だ

り
書
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
国
よ
り
や

や
高
い
正
答
率
で
し
た
が
、
同
音
異
義

や
同
訓
異
義
の
漢
字
を
使
い
分
け
る
こ

と
は
国
や
県
よ
り
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

辞
書
な
ど
を
活
用
し
て
、
同
じ
音
や
訓

の
漢
字
を
知
識
と
し
て
多
く
獲
得
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
領
域
別
の
県
と
の
比
較
で
は
、
国
語
Α

「
書
く
こ
と
」
、
国
語
Β
「
読
む
こ

と
」
の
正
答
率
に
や
や
開
き
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　

「
書
く
こ
と
」
で
は
、
学
校
を
紹
介

す
る
文
章
に
適
切
な
小
見
出
し
を
書
く

こ
と
は
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ
フ

か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
メ
モ
に
取
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
グ
ラ
フ

な
ど
の
資
料
を
正
確
に
読
み
取
っ
た
り
、

日
頃
か
ら
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
　

「
読
む
こ
と
」
で
は
、
場
面
に
つ
い

て
の
描
写
を
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
い
て

は
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
二
つ
の
意
見

文
を
比
べ
て
読
み
、
文
章
全
体
の
組
み

立
て
の
違
い
を
と
ら
え
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。
意
見
の
基
に
な
っ

た
事
実
を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
段
落

と
段
落
の
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
国
語
Β
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

の
領
域
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
相

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
紹
介
（
そ
の
１
）
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算
数
Β
で
は
、
「
数
と
計
算
」
以
外
は
、

県
よ
り
正
答
率
が
下
回
っ
て
い
ま
す
。

○
四
則
計
算
に
お
い
て
、
整
数
と
小
数
の

加
法
計
算
や
加
法
と
乗
法
の
混
合
し
た

整
数
の
計
算
問
題
の
正
答
率
が
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
小
数
の
意
味
や

計
算
の
順
序
に
つ
い
て
の
き
ま
り
な
ど

理
解
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
「
分
数
と
小
数
の
関
係
」
「
乗
数
と

積
・
除
数
と
商
の
大
き
さ
の
関
係
」

「
割
合
を
求
め
る
場
合
の
除
法
の
意

味
」
な
ど
、
数
直
線
や
図
な
ど
を
用
い

た
り
、
具
体
的
な
場
面
に
あ
て
は
め
た

り
し
て
数
量
関
係
を
と
ら
え
る
学
習
が

必
要
で
す
。

○
「
図
形
」
領
域
は
、
円
周
率
の
意
味
や

平
面
図
形
の
定
義
や
性
質
に
つ
い
て
の

問
題
で
し
た
。
県
の
正
答
率
よ
り
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
作
業
的
・
体
験

的
な
活
動
を
通
し
て
、
意
味
や
性
質
を

見
出
し
て
理
解
で
き
る
学
習
の
積
み
重

ね
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の

領
域
を
関
連
づ
け
た
学
習
や
数
学
的
な

考
え
方
を
活
用
し
て
他
者
に
説
明
し
た

り
、
発
展
的
に
考
え
た
り
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
「
数
量
関
係
」
領
域
は
、
算
数
Α
で
は
、

百
分
率
の
意
味
の
理
解
が
十
分
で
な
く
、

百
分
率
と
小
数
で
表
さ
れ
た
割
合
の
関

係
の
理
解
の
定
着
が
必
要
で
す
。

　
　

ま
た
、
算
数
Β
で
は
、
二
種
類
の
グ

ラ
フ
の
相
互
関
係
の
理
解
が
不
十
分
で

し
た
。
表
や
様
々
な
グ
ラ
フ
を
関
連
づ

け
て
考
え
た
り
、
数
学
的
に
表
現
さ
れ

た
内
容
を
解
釈
で
き
た
り
、
説
明
し
た

り
す
る
活
動
を
取
り
入
れ
、
繰
り
返
し

学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
中
学
校

○
小
城
市
全
体
と
し
て
は
、
全
国
や
県
と

比
較
し
て
、
正
答
率
が
や
や
低
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
数
学
的
に
処
理
し

た
り
表
現
す
る
力
は
、
昨
年
度
よ
り
や

や
向
上
し
て
い
ま
す
。

○
具
体
的
な
数
字
を
使
っ
た
計
算
問
題
は

良
好
で
、
特
に
方
程
式
を
解
く
問
題
の

正
答
率
は
、
全
国
を
や
や
上
回
り
ま
し

た
。

○
数
式
の
本
質
的
な
意
味
を
理
解
し
、
具

体
的
な
こ
と
が
ら
と
結
び
つ
け
る
、
具

体
的
な
数
量
関
係
を
式
に
す
る
、
な
ど

発
展
的
な
設
問
、
応
用
力
を
求
め
る
設

問
の
正
答
率
は
低
い
結
果
で
し
た
。

○
対
称
や
三
角
形
の
合
同
条
件
、
証
明
な

ど
の
問
題
で
正
答
率
が
低
く
、
図
形
に

つ
い
て
の
理
解
の
定
着
が
十
分
で
は
な

大
変
良
好
で
し
た
。

○
文
章
な
ど
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取

る
力
に
は
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
資
料

や
グ
ラ
フ
の
内
容
を
読
み
取
る
、
文
章

か
ら
登
場
人
物
の
心
情
な
ど
を
読
み
取

り
整
理
す
る
と
い
っ
た
問
題
で
低
い
正

答
率
で
し
た
。

　
　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
る
に
は
、

学
校
で
の
指
導
の
あ
り
方
の
改
善
と
と

も
に
、
家
庭
と
学
校
が
連
携
し
て
読
書

習
慣
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
親
子
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

を
し
て
み
る
な
ど
の
工
夫
で
読
書
へ
の

関
心
を
高
め
、
読
書
を
生
活
の
中
に
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

「
算
数
・
数
学
」

　

算
数
・
数
学
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導

要
領
の
４
つ
の
領
域
「
数
と
計
算
」
「
量

と
測
定
」
「
図
形
」
「
数
量
関
係
」
で
出

題
さ
れ
ま
し
た
。

●
小
学
校

○
平
均
正
答
率
は
、
算
数
Α
・
算
数
Β
と

も
に
県
よ
り
少
し
下
回
っ
て
い
ま
す
。

○
算
数
Α
で
は
、
「
量
と
測
定
」
以
外
は
、

県
よ
り
正
答
率
が
下
回
っ
て
い
ま
す
。

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

○
確
率
や
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
問
題
は

全
国
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
が
、
反

比
例
や
一
次
関
数
の
正
答
率
が
低
い
結

果
で
し
た
。
数
量
関
係
の
本
質
的
な
意

味
の
理
解
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◎
理
解
の
定
着
が
十
分
で
な
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
繰
り
返
し
学
習
を
重
ね
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学
習
内
容
の

本
質
的
な
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

こ
と
や
、
問
題
を
解
決
す
る
ま
で
の
過

程
を
大
切
に
し
た
学
習
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
本
調
査
か
ら
見
ら
れ
ま
す
、

小
城
市
の
子
ど
も
た
ち
の
【
生
活
や
学
習

状
況
の
面
】
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

市
報
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
「
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
０
７

７３
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小城市での乳がん検診は集団検診で行っていますが、これに加え、１１月１日から個別検診も行います。

１年に１回、集団検診又は個別検診（医療機関での検診）を受けることができます。

乳がん検診対象者
　小城市に住民登録している４０歳以上の女性。

乳がん検診が受けられる医療機関　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年１０月１日現在

　　　　（検診を受けられる場合は事前に医療機関へご連絡ください）

料金
　・４０歳代女性
　　（マンモグラフィ撮影２方向）　本人負担額　２，２００円
　
　・５０歳以上女性
　　（マンモグラフィ撮影１方向）　本人負担額　１，７００円

検診の内容

問　診
乳がんの家族歴、既往歴、月経及び妊娠に関する事項、乳房の状態、過去の検診状況をお尋ねします。

視触診
視診ではしこりの有無、大きさや硬さなどを、乳房からわきの下やリンパ節などの範囲を手で触って

調べます。また乳房を圧迫して、分泌物の有無を確認します。

マンモグラフィ
乳房専用のX線撮影機で、乳房をプラスチックの板にはさみ撮影します。乳房を強くはさむので少し

痛みを感じる事もありますが、圧迫して撮影する事で乳房の全体像を見ることが出来ます。

※閉経前の方は、痛みの出にくい月経終了後数日間の受診をお勧め致します。

11月から医療機関（個別検診）で
乳がん検診ができるようになります

電話番号住所医療機関名

７３－２１６１小城市小城町不二町小城市民病院
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　なぜ検診が必要なの？

　乳がんは欧米に多く日本には少ないがんでしたが、近年増加傾向にあり、日本人女性の２５人に１人以上は乳

がんにかかると言われています。医療技術の進歩により、乳がんは自覚症状（しこりになって触れる前）のな

い段階での発見が可能になってきました。がんは、早期発見、早期治療が、その後のＱＯＬ（生活の質）を左

右します。早期発見の手段として、検診をぜひ受けましょう！

　乳がん検診で、どのくらいのがんが発見されるの？

　マンモグラフィによる検査では、受診者の５％くらいに要精密検査が必要と診断されています。要精密検査

の結果、乳がんと診断される人は２～４％、つまり乳がん検診を受診した人１，０００人に１～２人が乳がんと診

断されます。しかし、検診で発見されたがんは、早期のことが多く、その後の生存率が高いことが知られてい

ます。

　マンモグラフィ検査によるＸ線の影響が心配。

　マンモグラフィによる被ばくは乳房に限られるため、全身への影響はほとんどありません。また、１回の撮

影で被ばく量は０．０５ミリシーベルトで、１年間に自然に受ける被ばく量２．４ミリシーベルトの５０分の１程度な

ので、体に大きな害を与える事はないでしょう。

　乳がんを予防するためにはどうしたらよいの？

　科学的な根拠として乳がん予防に効果があるのは、適度な運動を行い、暴飲暴食を避けることです。また、

閉経後は大豆製品を多く取る事などがすすめられています。

　母親が乳がんでした。私もかかりやすいのかしら？

　母親、姉妹、祖母などが乳がんにかかった人がいる場合では、がんの発生率は高くなると言われています。

これが遺伝によるものなのか、生活環境が似ているためなのか、今のところはっきりとはわかっていません。

いずれにしろ、発生率は高くなりますので、自己検診はもちろん、定期的な検診を是非受けましょう。

【問合せ】健康増進課　保健予防係（三日月庁舎）担当　今泉・山口　☎７３－８８２２　　

ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
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【問合せ先】　アイル　☎51－5515

アイルで運動したあとは
自然食バイキング

アイルキッチン「アムアム」
　　　　　　オリジナル料理募集！！
　

ボディケアルーム《ローズマリー》
　　癒やし空間

営業時間　10:00～19:00
休 業 日　毎週水曜日及び休館日
問合せ先　アイル　☎51－5515

日　時　１１月１６日（日）
　　　　１４：００～１５：３０
場　所　アイル（多目的室）
出演者　ボランティアグループ
　　　　「桃太郎」
入場料　無料　
日本舞踊やカラオケでおなじみの「桃太郎」
の公演です。みなさんお楽しみに !!

場所　アイル
ラウンジ
　　

気持ちいい～眠りをさそうツボ押し整体
滞った血流やリンパの流れを良くし
からだの疲れをリフレッシュ !!

腰痛・肩こり・頭痛
不眠・肌荒れ・くすみなどの
健康維持にボディケアルーム

ローズマリーへ
お越しください !!

お料理好きなあなたの自慢レシピを
教えてください！！

　　

旬の食材を使用したオリジナル料理を募集します
毎月 5作品を選んでメニューに加えお客様に食べて頂きたいと思います
　　

【毎月 5名様に贈呈】
メニューに採用された方には
2,000 円のお食事券を
プレゼントします！！

★主菜、副菜、デザートなどたくさんのご自慢レシピを振るってご応募ください (^.^)

※お問合せ先
牛津保健福祉センターアイル内

アムアム　☎66‒5451

※応募方法
アムアムまたは事務室に
応募用紙を準備しております

サイモン＆ガーファンクルがやってくるカバー

ヤーヤー
ヤーヤーヤーヤー

♬♪

日　時　１１月２２日（土）
開　場　１８：３０
開　演　１９：００
場　所　アイル（集団指導室）
出演者　Ｊ・パーカーズ

目を閉じて聞けば、本物かカバーかわからない
見事なハーモニーでみなさんを癒します
目を閉じて聞けば、本物かカバーかわからない
見事なハーモニーでみなさんを癒します

※詳しくはアイルへ
　お問合せください
　☎51‒5515
　（担当 中島）
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健康づくり・体力づくり・くつろぎや交流の場として活用しましょう！

休館日　１１月…８日（土）９日（日）
　　　　毎月第２土曜日及びその翌日

小城保健福祉センター「桜楽館」　　
１０：００～１９：００　緯７３－７１１７

休館日　１１月…４日（火）１１日（火）１８日（火）２５日（火）２６日（水）
　　　　毎週火曜日及び第４水曜日（祝祭日の場合は翌日）

三日月保健福祉センター「ゆめりあ」
１０：００～２１：３０　緯７３－９２７０

休館日　１１月…１０日（月）１１日（火）
　　　　毎月第２月曜日及びその翌日（祝祭日の場合は翌日）

牛津保健福祉センター「アイル」　　
１０：００～２１：３０　緯５１－５５１５

休館日　１１月…２２日（土）２３日（日）
　　　　毎月第４土曜日及びその翌日　　　　

芦刈保健福祉センター「ひまわり」　
１０：００～１９：００　緯６６－５５６６

詳しい内容や利用料金等は、各保健福祉センターにお気軽にお問合せください。

各保健福祉センターの問合せ先・休館日

子育てサロン「ぶらんこ」「こすもす」
みんなでのびのび遊びませんか！

備考日時場所

※１１月は第２・第３月曜日
※対象者／乳幼児と保護者等

１１月１０日（月）１０：００
１１月１７日（月）～１２：００

桜楽館 
（多目的ホール）

「ぶらんこ」

※１１月は第２木曜日・第４火曜日
※対象者／乳幼児と保護者等

１１月１３日（木）10：00
１１月２５日（火）～12：00

アイル
 （母子保健室）

「こすもす」
※１１月は第１・第３火曜日
※対象者／乳幼児と保護者等

１１月４日（火）10：00
１１月１８日（火）～12：00

ひまわり 
（集団指導室）

【問合せ先】　小城市社会福祉協議会（子育て相互支援センター）　担当　保育士　船津　緯７３－２７００【問合せ先】　小城市社会福祉協議会（子育て相互支援センター）　担当　保育士　船津　緯７３－２７００

ゆめりあ教室紹介めりあ 室 介めりあ教室紹介

エアロビ入門
毎週木曜日　10：30～ 11：15
エアロビクスの入門教室です !!
「ちょっと身体を動かしたいけど･･」
「運動あまりやったことがないからなぁ･･」
という方にお勧めの簡単なエアロビの教室です。

♪音楽に合わせながら楽しく踊って、
　身体も心もすっきり爽快 !! 【問合せ先】　ゆめりあ　☎73-9280



12

地域包括支援センターだより

　高齢者に関わることで、「どこに相談していいのかわからない」といった悩みなど、ま
ずはご相談ください。

＊１１月１６日（日）にドゥイング三日月にて行われる「福祉の街づくり推進大会ｉｎ小城」
において、地域包括支援センターの職員が高齢者を対象とした総合相談を受け付けており
ます。上記以外のあらゆる困りごとでもけっこうですのでお気軽においでください。

利用しませんか！地域包括支援センター

【問合せ】高齢者の総合相談窓口です。気軽に相談してください。
　小城市地域包括支援センター
　　南部　芦刈保健福祉センター「ひまわり」内（牛津・芦刈）緯６６－６３７６
　　北部　三日月庁舎内（小城・三日月）　　　　　　　　　　緯７３－２１７２

介護保険のサービスを利用したいけど、

どこに相談すればいいの？

訪問販売の被害にあい困っている。

どこに相談すればいいの？

一人暮らしで将来が不安。財産管理など

手伝ってくれる人はいないかな？

年には勝てない！今の体調を維持したいけど、何から

取り組んでいいのかわからない。
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栢栢栢介護予防教室に参加しましょう！！栢栢栢
　最近、「足腰が弱ってきたな～…」などと思うことはありませんか？？そこで、小城市で
は、運動の教室をはじめいろいろな介護予防教室を実施しています。
　介護予防教室に参加するためには、基本チェックリスト、生活機能評価※（介護予防健
診）を受ける必要があります。基本チェックリストは市報の９月２０日号９ページに掲載して
います。早速チェックしてみましょう！！

～参加までの流れ～

基本チェックリスト、
生活機能評価※を受診
します（無料です）

介護予防が必要とされた方は、一人ひと
りにあった目標を地域包括支援センター
の職員と一緒に考えていきます。

⇨ ⇨ 教室　参加！

介 護 予 防 教 室

☆元気アップ教室（運動教室）☆

専門の指導員により、筋力トレーニング、
バランストレーニング、有酸素運動、スト
レッチングなどを行います。

☆歯っぴーらいふ教室（口腔教室）☆

歯科衛生士等の指導により、口腔内の健康
を保つための指導や、摂食・嚥下機能を向
上させる体操などを行います。

☆栄養アップ教室（栄養教室）☆

管理栄養士等の指導により、低栄養を予防
するための食事や調理方法などの指導や相
談を行います。

☆脳いきいき教室（認知症予防教室）☆

認知症の予防に関心の高い人や軽度の認知
障害のある人に対し、認知機能訓練や趣味
活動などを提供します。

※生活機能評価をご存知ですか？？
　生活機能評価とは、介護予防健診のことで介護予防が必要かどうかを判断します。６５歳以上の方
が対象です。（小城市の集団健診で特定健診を受診された方は、同時に実施していますので受診す
る必要はありません）。ぜひ受診しましょう！！

受診を希望さ
れる方は下記
に連絡を！！

基本チェック
リストを実施

医療機関で健診を
受ける必要がある方は→

指定の医療機関で
生活機能評価を受
診（無料）

【問合せ】　高齢障害福祉課　高齢福祉係　（三日月庁舎）　担当　蘭　緯７３－８８２０
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土金木水火月日
1３１３０２９２８２７２６

煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児
◇茶道クラブ
  １０:３０～
煙えてがみ
  １４:００～
★一輪車教室
  １４:００～
（経験者向け）

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「親子たいそう」

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「バルーンを

作ろう」お
や
す
み

煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児
「相談日」
★スタジオ利用講習会
  １７:００～ 中高生
「ベース・ギター」

８７６５４　　　３（文化の日）２
煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児

★ゆうゆうキッズ
  １０:００～ 幼　児
「いもほり」

煙ゆうゆうベビーズ
  １０:３０～ ０歳児
「ハイハイ競争」

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「楽しいおはなし」
◇あみものクラブ
  １６:００～

お
や
す
み

煙おはなし会
  １１:００～

★やってみよう
  １０:００～１７：００
「吉野ヶ里歴史公
園へ行こう」

１５１４１３１２１１１０９
煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児
★一輪車教室
  １４:００～
（経験者向け）

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「チューリップ
をうえよう」館内整理日

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「１１月の工作」

お
や
す
み

煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児
「相談日」
★スタジオ利用講習会
  １７:００～ 中高生
「ドラム」

２２２１２０１９１８１７１６
煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児
◇手話クラブ
①１０:００～
②１１:００～

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「親子たいそう」

★子育て講座
  １０:３０～ 乳幼児
「子どもの

食と栄養」

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「楽しいおはなし」
◇あみものクラブ
  １６:００～

お
や
す
み

煙おはなし会
  １１:００～ 乳幼児

◇華道クラブ
  １０:３０～（小１～３）
  １１:００～（小４～）

２９２８２７２６２５　　２４（振替休日）　　２３（勤労感謝の日）
煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児

煙ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「おにごっこ」

煙リズムであそぼう
　（音楽療法）
  １１:００～ 幼　児

★ゆうゆうキッズ
  １１:００～ 幼　児
「ミュージカル」お

や
す
み

煙キッズひろば
  １１:００～ 乳幼児
「相談日」
★スタジオ利用講習会
  １７:００～ 中高生
「ベース・ギター」

休館日

３０

※講座・教室等は、都合により日程や内容が変更にな
る場合があります。
※各行事の詳細については、小城市児童センターまで
お問い合わせください。

小 城 市 

児 童 セ ン タ － だ よ り 
11月行事
ご案内

《開館時間》・１０時～１９時（日曜は１８時）　
※小学生以下は１７時まで

⇒１１月の講座・教
室の受付開始

　　小城市児童センター
ＴＥＬ　0952（72）1300
ＦＡＸ　0952（72）1313
小城市三日月町長神田１８２１－１

◇印が付いている講座は、１０月～３月まで継続して実施するクラブで、受付けは終了しました。
★印が付いている講座は、事前申し込みが必要な講座・教室です。（詳しくは次ページをご覧ください。）
煙記号のない講座や教室はどなたも参加できます。ぜひみなさんご参加ください。
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

11月

※１１月２日まで
の講座受付はお
問合せ下さい。
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★講座・教室の申し込み方法と抽選結果のお知らせについて★講座・教室の申し込み方法と抽選結果のお知らせについて

★11月の事前申し込みが必要な講座・教室です！★★11月の事前申し込みが必要な講座・教室です！★

園児たち園児たち元気いっぱい！ 園児たち

　1年を通して自然の中へのお出かけをたくさんしています　　～小城幼稚園～

　小城幼稚園　ひかり組（５歳児）３１人のお友だち
です。
　当幼稚園では１年を通して、自然の中に子どもた
ちを連れ出し、身体でルールを守る、譲り合う、待
つ、我慢する等の心を育てることに重点を置いた保
育をしております。春は、れんげ畑・チューリップ
見学、芋苗植え・田植え、夏は、家庭から離れて県
の施設の黒髪少年自然の家でお泊りをし、ニコニコ
笑顔で両親のもとに帰ってきました。
　写真は、江里山の棚田に彼岸花の見学に行った時
のものです。赤色の中に身を浸した子どもたちの嬉
しそうな顔が印象的でした。

安

案

按

闇

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗

暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗

　講座の申し込みは１１月３日（月・祝）より行います（一部受付中の講座あり）。 講座の申し込みは各講座の詳細をご覧に
なり、児童センターへ本人または保護者が電話かカウンターで申し込みをしてください。抽選結果については、受付期間終
了後に来館時または電話でおたずねください。

★子育て講座
「子どもの食と栄養」

講　師／田中　順子氏
　　　　（栄養士）
日　時／１１/２０（木）　１０：３０～ 
対　象／乳幼児の保護者
　　　　先着２５人
受　付／１１/３（月・祝）～
※ボランティアの方による託児あり。

★音楽スタジオ利用講習会
音楽スタジオ利用希望者は、講習会
を受けてください。初心者も大歓迎！！
日　時
１１/１０（月）１７：００～　「ドラム」　
２４（月・祝）１７：００～　「ベース・ギター」
対　象／中学生以上　先着各５人
受　付
「ドラム」　１１/１（土）～
「ベース･ギター」１１/１０（月）～

中高生向け

　
②「ミュージカル」

～ブレーメンの音楽隊～
日　時／１１/２６（水）１１：００～
出　演／佐賀女子短期大学の学生

さん
対　象／幼児と保護者
受　付／１１/３（月・祝）～

★ゆうゆうキッズ　
①「いもほり」

日　時／１１/７（金）
　　　　１０：００～１２：００
対　象／幼児（２歳以上）と保護者

１５組
受　付／１０/２５（土）～１１/３（月・祝）
※定員を大幅に超えた場合は抽選。
※児童センターよりバスで移動します。

★一輪車教室
（スポーツの日）　　　

講　師／日本一輪車協会の方
日　時／１１/１・１５（土）　１４：００～ 
対　象／５歳児以上　先着各３０人
　　　　（一輪車に乗れる人）　
受　付／１１/１実施分１０/２５（土）～
　　　　１１/１５実施分１１/１（土）～
※それぞれ申し込みが必要です。



　★利用時間　午前１０時～午後６時（土、日は午後５時まで）★ 
（金曜日は、三日月館・小城館は午後７時までです） 

ホームページ　http://library.city.ogi.saga.jpホームページ http://library.city.ogi.saga.jpホームページ　http://library.city.ogi.saga.jp
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子ども達の発表
☆おはなし会「三日月」
☆三日月町うたごえクラブ
☆Jr．英会話
☆箏曲　穂波会

ゲスト
★三日月少年少女空手道クラブ
★たんぽぽキッズ
★三日月龍王浮立保存会
　　（子龍）

自動車図書館（本丸くん）の絵を書いた

川端　誠の絵本ライブ　14時～（１時間程度）
作者自ら絵を、おもしろく、おかしく開き読みの実演！
たのしいよ！親子でぜひおいでください。

1952年生まれ。シリーズごとにテーマや表現技法をかえて多様な世界を展開している。「鳥の島」「森の木」「ぴ
かぴかぷつん」「風来坊シリーズ」（BL出版）など著作多数。絵本作家ならではのユニークな絵本解説も好評。
落語絵本シリーズ（いずれもクレヨンハウス）。

子ども文化まつり子ども文化まつり第21回

と　き　11月 3日（月・祝）開演12時30分～15時
ところ　ドゥイング三日月（多目的ホール）

川端　誠さん

主催　小城市教育委員会（三日月公民館）・小城市文化連盟三日月支部
共催　小城市民図書館　☎72-4946
問合せ先　小城市公民館（三日月公民館係）　☎72‒1616　

15時から食改協
によるおやつの
配布があります。
　　 先着100人

　

人形劇のご案内
　　今年も人形芝居カスペルさんによる

楽しいおはなしです　
演　目　『三匹のこぶた』
　日　時　１１月２９日（土）
　　　　　午後２時～３時
　　　　（開場　午後１時３０分～）
　場　所　桜城館（図書館）　２階　研修室
　定　員　１２０人
　入場料　無料（入場整理券が必要です。）
　※入場整理券（本人とご家族の方のみ分配布）
　　配 布 日　１１月１５日（土）午前１０時
　　配布場所　小城館カウンター
　※定員になり次第受付終了
【問合せ】小城館　担当　江里口　☎７１－１１３１

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　

ブックリサイクル
○三日月館
　日時：１１月３日（月・祝）午前１０時から
　　　（なくなり次第終了します）
　場所：ドゥイング三日月玄関前
　この日は祝日ですが全館開館します
○小城館
　日時：１１月２１日（金）～２３日（日）
　午前１０時から（なくなり次第終了します）
　場所：桜城館１階ロビー
　図書館で不要になった本・雑誌などを無料で
おゆずりします。
　当日は本を入れる袋をお持ちください。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

小城館
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全館休館日

牛津分室・芦
刈分室のみ休
館日

　絵本や紙芝居のおはなしと、おりがみ・手遊び
などの楽しい遊びをしています。ご家族やお友達
など皆さんで、ぜひおこしください。
≪三日月館　おはなしタイム≫おはなしのへやにて
　日時：毎週土曜日　午後２：００～２：３０
≪小城館　おはなし会≫おはなしのへやにて
　日時：毎週土曜日　午後２：３０～３：００
≪牛津分室　おはなしかい≫キッズルームにて
　日時：第２土曜日　午後１：３０～２：００
≪芦刈分室　おはなしかい≫娯楽室にて
　日時：第３土曜日　午前１１：００～１１：３０

たたののししいいおおははななししをを

聞聞ききににききまませせんんかか？？

たのしいおはなしを

聞きにきませんか？

本丸くん　１１月巡回表
時間巡回場所日時

１２：０５～１２：５０遠江（九州コーユー駐車場）１１／５（水）

１３：１５～１４：００本告（小城警察署）１１／６（木）

１４：２０～１５：０５鳳寿苑〃

１０：４５～１１：３０岩松支館１１／７（金）

１２：１５～１３：００三日月庁舎〃

１４：３０～１５：１５小城市授産場〃

１１：００～１１：４５赤れんが館１１／１１（火）

１２：１５～１３：００牛津庁舎１１／１２（水）

１４：４５～１５：３０石工の里　ふれあい夕市〃

１４：００～１４：４５ケアハウスアミジア１１／１８（火）

１２：１５～１３：００芦刈庁舎１１／１９（水）

１１：１５～１２：００晴田支館１１／２０（木）

１２：１５～１３：００小城庁舎〃

１４：３０～１５：１５小城公民館〃

９：４５～１０：３０杉町（大地町駐在所）１１／２１（金）

１１：４５～１２：３０桜楽館（小城保健福祉センター）〃

１０：１５～１１：００西分農村公園１１／２６（水）

１３：５０～１４：３５三里支館〃

１０：００～１０：４５アイル（牛津保健福祉センター）１１／２８（金）

１２：１０～１２：５５甘木（中島工務店駐車場）〃

土金木水火月日

1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

30

１１月の休館日

読書週間にちなんで、牛津分室ではいくつかの
イベントを行います。お気軽に遊びにきてくだ
さい♪

☆牛津分室　ブックリサイクル☆
　図書室で不要になった本・雑誌を無料でおゆ
ずりします。
　お気軽にお立ち寄りください。当日は袋をご
持参ください。
配布開始日：１０月２５日（土）午前１０時～
　　　　　　（数日間設置します。
　　　　　　　なくなり次第終了します。）
場　　　所：牛津分室　図書室内

☆牛津分室　図書室クイズ☆
　図書室内の本を使って、クイズに挑戦してみ
ませんか？
　図書室内に置いているクイズ用紙に回答を記
入し、カウンターまでお持ちください。クイズ
に正解した人の中から抽選で数名にプレゼント
もありますよ。
実 施 日：１０月２５日（土）～１１月９日（日）
当選発表：１１月１３日（木）

【問合せ】 
　牛津分室　担当　岩松・井手　☎６３－８８１３

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

※全館、毎週月曜日は休館日
※牛津分室・芦刈分室、毎週月曜日・金曜日は休館日
※１１月３日（月・祝）は開館します。　

牛津分室

郷土資料の紹介
　今月はＹ．Ｈ．Ｃ矢山クリニック院長、矢山利
彦さんの著書『あいうえお言霊修行』を紹介し
ます。
　言葉は私たちが思っている以上に心や脳に影
響を与えているそうです。
　そこで考えだされたのが、「あいうえお言霊
修行」です。あ、い、う、え、お、それぞれか
らはじまる言葉を口に出して言うことで、マイ
ナスからプラスのエネルギーに変えていこうと
いう修行です。
　あなたもこの本に書かれている「あいうえお
言霊修行」を実行して、暗くなりがちな思考を
明るくできるように頑張ってみませんか？

「あいうえお言霊修行」
　矢山利彦／著　ビジネス社　２００８年３月出版

【問合せ】芦刈分室：城島・山田
☎６３－８８３３　　　　　

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

芦刈分室
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屋
・
梧
竹
が
立
ち
寄
っ
た
朝
鮮
飴
屋
）
な

ど
約　

点
を
紹
介
し
ま
す
。

３０

会
期
：
平
成　

年　

月
４
日
（
木
）

２０

１２

～
平
成　

年
１
月　

日
（
祝
）

２１

１２

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
（
１
月　

日
は
開

１２

　
　
　
　

館
）
、　

月　

日
～
１
月
２
日

１２

２９

＝
１
月
３
日
か
ら
開
館
し
ま
す
！
＝

記
念
講
演
会

日
時
：　

月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１２

講
師
：
日
野
俊
顕
氏
（
梧
竹
の
会
代
表
）

刊
行
物
の
ご
案
内

「
小
城
市
立
歴
史
資
料
館
・
中
林
梧
竹
記

念
館
調
査
研
究
報
告
書
第
三
集−

平
成　
１８

年
度
・　

年
度
事
業
報
告
」
を
刊
行
し
ま

１９

し
た
。
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

「
小
城
市
立
晴
田
小
学
校
所
蔵
の
紀
念
銘

を
有
す
る
農
具
に
つ
い
て
」

文
化
課
文
化
財
保
護
係　

古
庄
秀
樹

「
寺
浦
廃
寺
出
土
の
文
字
瓦
に
つ
い
て
」

「
丁
永
遺
跡
出
土
刻
書
紡
錘
車
説
明
資

料
」

文
化
課
文
化
財
保
護
係　

太
田
正
和

「
明
隈
遺
跡
の
調
査
」

文
化
課
文
化
財
保
護
係　

前
田
耕
輔

「
日
出
嶋
家
文
書
に
み
る
肥
前
国
内
の
鋳

物
師
」文

化
課
文
化
振
興
係　

田
久
保
佳
寛

「
平
成　

年
度
・　

年
度
事
業
報
告
」

１８

１９

　

こ
の
本
は
、
市
内
各
図
書
館
で
見
る
事

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
資
料
館
に
て

５
０
０
円
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

小
城
屋
根
の
な
い
博
物
館
見
て
歩
き

第
２
回
小
城
ふ
る
さ
と
学
講
座

　

９
月　

日
（
日
）
第
２
回
小
城
ふ
る
さ

２８

と
学
講
座
と
し
て
、
「
屋
根
の
な
い
博
物

館
見
て
歩
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
屋
根

の
な
い
博
物
館
と
は
、
小
城
市
全
体
を
ひ

と
つ
の
博
物
館
に
見
立
て
て
、
市
内
の
文

化
財
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

当
日
は
、
小
城
町
星
巌
寺
、
三
日
月
町

玉
毫
寺
、
梧
竹
観
音
堂
、
芦
刈
町
永
明
寺

（
よ
う
め
い
じ
）
横
尾
紫
洋
（
よ
こ
お
し

よ
う
）
墓
、
牛
津
町
永
福
寺
な
ど
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

約
３
時
間
か
け
て
、
五
ヶ
所
の
「
展

示
」
を
見
た
、　

名
の
参
加
者
か
ら
は
、

３０

「
小
城
も
広
か
ね
～
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

平
成　

年
度
佐
賀
大
学

２０

小
城
市
交
流
事
業
特
別
展

「
黄
檗
僧
と
鍋
島
家
の
人
々−

小
城

の
潮
音
・
梅
嶺
の
活
躍
」
開
催
中

　

月　

日
か
ら
、
佐
賀
大
学
と
の
交
流
事

１０

１８

業
「
黄
檗
僧
（
お
う
ば
く
そ
う
）
と
鍋
島

家
の
人
々−

小
城
の
潮
音
・
梅
嶺
（
ち
ょ

う
お
ん
・
ば
い
れ
い
）
の
活
躍
」
が
企
画

展
示
室
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
期
中

展
示
替
え
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連
行

事
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
：　

月　

日
（
土
）
～

１０

１８
　

月　

日
（
日
）

１１

１６

月
曜
日
休
館

（
但
し　

／
３
は
開
館
。　

／
４
は
休
館
）

１１

１１

入
場
無
料

＝
関
連
行
事
＝

・
記
念
講
演
会
（
い
ず
れ
も
研
修
室
で
開

　

催
・
参
加
自
由
・
資
料
代
１
０
０
円
）

　

月
８
日
（
土
）　

：　

～　

１１

１４

００

「
聖
徳
太
子
五
憲
法
と
潮
音
」

　

大
園
隆
二
郎
氏
（
佐
賀
県
立
図
書
館
近

　

世
資
料
編
さ
ん
室
長
）

　

月　

日
（
土
）　

：　

～

１１

１５

１４

００

「
佐
賀
県
の
黄
檗
美
術
」　

　

錦
織
亮
介
氏（
北
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

・
史
跡
探
訪
会

　

月
３
日
（
祝
）

１１９
時
集
合　
　

時
帰
着
予
定

１７

小
城
市
・
鹿
島
市
の
黄
檗
宗
関
連
の
史
跡

を
訪
ね
る
（
定
員　

人
・
要
予
約
・
参
加

３５

費
１
５
０
０
円
・
昼
食
代
等
）

杖金
粟
元
明
所
用
（
玉
毫
寺
蔵
）

　

金
粟
和
尚
（
小
城
藩
三
代
藩
主
鍋
島
元

武
が
使
っ
て
い
た
杖
。
鍋
島
元
武
は
、
小

城
藩
三
代
藩
主
で
あ
り
な
が
ら
、
金
粟
元

明
（
こ
ん
ぞ
く
げ
ん
み
ょ
う
）
と
い
う
法

名
を
持
つ
黄
檗
僧
で
も
あ
り
ま
し
た
。

中
林
梧
竹
記
念
館 

開
館
９
周
年
記
念
特
別
展

「
中
林
梧
竹
特
別
展

−
熊
本
に
の
こ
る
名
品−

」

　

熊
本
県
立
美
術
館
寄
託
作
品
（
園
田

小
城
市
立
歴
史
資
料
館
・
中
林
梧
竹
記
念
館
だ
よ
り

【
問
合
せ
】

　

緯　

１
１
３
２

（７１）

　

展
示
資
料
よ
り
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第
４
回
小
城
市
三
日
月　
 

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月　

日
と
９
月
７
日
に
、
小

３１

城
市
三
日
月
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
４

回
小
城
市
三
日
月
町
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、　
３４

チ
ー
ム
合
計
５
０
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
三
日
月
町
体
育
協

会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
）
の
主
催

で
実
施
さ
れ
、
地
区
か
ら
の
応
援

を
受
け
て
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
２

週
に
渡
り
好
ゲ
ー
ム
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

北
京
五
輪
で
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
よ
う

に
、
こ
の
大
会
で
も
、
女
子
選
手

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
島
溝
チ
ー
ム
が

本
告
チ
ー
ム
に
勝
ち
、
見
事
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。 

学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝

　

桜
岡
小
６
年　

山
下　

翼
さ
ん

　

９
月　

日
（
祝
）、
佐
賀
県
総
合

１５

運
動
場
に
お
い
て
第　

回
学
童
オ

２３

リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
城
陸
上
ク
ラ
ブ
所
属
の
桜
岡

小
学
校
６
年
生
山
下
翼
さ
ん
が
６

年
生
男
子
１
０
０
ｍ
に
出
場
し
、

悪
天
候
の
中
た
だ
一
人　

秒
台
の

１２

　

秒　

で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

１２

７７

　

山
下
さ
ん
は
昨
年
の
５
年
生
男

子
１
０
０
ｍ
に
引
き
続
き
２
連
覇

で
県
内
に
は
向
か
う
と
こ
ろ
敵
無

し
で
す
。

　

ま
た
、
山
下
さ
ん
は
県
代
表
と

し
て
８
月
に
開
催
さ
れ
た
日
清

カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
会
に
出
場
し
、
惜
し
く
も
準
決

勝
敗
退
で
し
た
が
、
全
体
で　

位
１１

の
好
記
録
で
し
た
。

 
優勝した島溝チーム

第４回小城市さわやかスポーツ・レクリエーション祭　参加者募集
　市報おぎ１０月５日号にも掲載していましたが、再度お知らせいたします。
　なお、各種目の詳細につきましては、各公民館に備えている要項及び申込書をご覧ください。

１　期　　日　　１１月２３日（日）勤労感謝の日　
　　　　　　　　受付：午前８時３０分～　開始式：午前９時００分～
２　種目会場　　ソフトバレーボール（三日月体育館）
　　　　　　　　綱引き（牛津体育センター）
　　　　　　　　ウォーキング（芦刈町内（芦刈文化体育館駐車場集合））
３　参 加 料　　１人につき３００円（傷害保険料を含む。）。参加料納入後の返却は行わない。
４　申 込 先　　市生涯学習課（小城庁舎）又は各公民館
５　申込締切　　１１月５日（水）
　問合せ先：小城市さわやかスポーツ・レクリエーション祭実行委員会事務局
　　　　　　（小城市教育委員会生涯学習課内（小城庁舎））担当　池田　☎７３－８８０８

日　時　11月９日（日）　開場：17：30　　開演：18：00
場　所　牛津赤れんが館
出　演　勝田友彰（テノール）　穴澤雄介（ヴァィオリン）
　　　　安保万美（ピアノ）　　嶋田栄子（ソプラノ）
　　　　田中雅子（ピアノ）
入場料　一般：５００円　　高校生以下：３００円
　　　　（当日は１００円高）
入場券取扱
　◦小城市各庁舎総合窓口
　◦小城市文化課　◦小城市民図書館三日月館・小城館

　素敵なクラシックの夕べを市民の皆様に楽し
んでもらいたいとコンサートを計画しました。
今回は、「君に届けたい愛のコンサート」主宰
者の勝田友彰さんが視覚障害者音楽家と共に
演奏するコンサートです。視覚障害者の音楽家
ヴァィオリン奏者の穴澤雄介さんをお迎えして、
心豊かなひとときをあなたに・・・。

【問合せ】文化課（小城庁舎）　 担当　水田
　　　　　☎73‒8809
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情報情報情報情報
「きらり」名画鑑賞会

　ストーリー　昭和１５年の東京。仲睦まじい小さ
な家庭の穏やかな日常は、文学者である父、滋が、
治安維持法で検挙された朝から一変する。戦争に
反対すると罪になる時代だった。激動の昭和に人
の優しさに助けられながら、二人の子供を何もな
くても優しい母の手、悲しくても温かい母の胸で
受け止め、家計を支えるために奔走する･･･。や
がて日本はアメリカとの戦いに突入していく･･･。
◆日　時　１１月１５日（土）　昼の部　１３：３０～
　　　　　　　　　　　　　夜の部　１８：３０～
◆場　所　小城公民館大ホール
◆入場整理券　中学生以上５００円
◆主　催　「きらり」名画鑑賞会実行委員会
　　　　　　小城女性団体連絡協議会
整理券の問合せは下記までお願いします。
【問合せ】
　半田　☎72－6407
　小柳　☎73－2003

母べえ

地域共生ステーション　開設講座
宅老所・ぬくもいホーム

◆日　時　１１月２２日（土）１０：００～１５：００
◆場　所　アバンセ第１研修室
◆参加費　無　料
◆申込期限　１１月１５日（土）

プログラム
【午前の部】
　　１　佐賀県地域福祉課からの説明
　　２　地域共生ステーションとは？
　　３　実践者の思い
【午後の部】
　　４　ＮＰＯの立ち上げについて
　　５　開設のノウハウ
　　　※講座終了後、個別相談も行います。

主催　佐賀県宅老所連絡会　　
共催　佐賀県
【申し込み・問合せ】
　佐賀県宅老所連絡会　☎23－6950　
　　　　　　　　　　　思25－9773
　（ＮＰＯたすけあい佐賀内）
　〒８４０－０８５３　佐賀市長瀬町１０番３７号

普茶料理食事会
　江戸時代初期に中国から伝来した黄檗宗（おう
ばくしゅう）の精進料理が普茶料理です。
　民謡「華の会」による子供三味線の演奏と一緒
に食事会を開催します。
■日　時　１１月２２日（土）１２：００～
■場　所　小城公民館晴田支館
■申込み　１１月４日（火）～
　　　　　申込み先窓口で受付
■会　費　４，０００円（先着６０人）
【問合せ・申込み先】
　小城市商工観光課
　小城市小城町２５３番地２１
　緯73－8813

「ひびの家庭教育応援団」特別講演会
お母さんだからこそ夢を！

　「お母さんはスゴイ！」「お母さんは素晴らし
い！」
　子育ての素晴らしさや喜びを感じられたら幸せ
ですね。子育ては大変で当たり前。でもこれほど
楽しくて、素敵なことはありません…。元気が出
る講演会です。
◆日　時　１１月９日（日）　１０：３０～１２：３０
◆場　所　佐賀市立図書館２階多目的ホール
◆講　師　藤本裕子さん（お母さん大学代表）
◆入場無料
◆定　員　先着１００人　※事前申込みが必要です。
◆託児有り（無料）　※事前申込みが必要です。
【問合せ】
　ひびの家庭教育応援団実行委員会事務局
　担当　吉松・岡田
　☎28－2162
　E-mail ouendan@saga-s.co.jp

テクテクテクノロジー革命
～非電化とスロービジネスが

社会を変える～
　環境発明家、藤村靖之博士が世界のスローライ
フについて語ります。
◆日　時　１１月２日（日）１４：００～１５：３０
◆場　所　三日月町野外研修センター
【問合せ】小城市　企画課
　　　　　☎63－8803


